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経済同友最前線

提携団体国際会議  （2010年11月30日～12月1日／米国・ニューヨーク）

第24回民間経済団体国際会議
〜経済回復と財政規律〜

各国の経済回復と
財政政策について議論

一日目は、国際提携団体スタッフ
の会合が行われた。各提携団体の活
動状況が紹介され、経済同友会も

「10年後の国のかたち」を取りまと
めたことなどを発表した。また夜に
は米国 CED 年次授賞式が行われ、
CED 関係者約250名が出席した。

二日目に提携団体国際会議が行わ
れ、まず「金融財政政策の策定」を
テーマにフォーラムを開催、イエレ
ン FRB（米連邦準備制度理事会）副
議長等がスピーチした。パネル・ディ
スカッションでは、日本が例として
挙げられ、「バブル崩壊後の金融危機
を教訓とし、同様の状況に陥らない
ことが重要だ」「日本は、失われた 20
年と言われながらも、国民や社会の
結束力は強く社会的には安定してい

る」などの見解が示された。
その後の「財政健全化回復」をテー

マとした講演では、米国CEDから、医
療の高コスト問題は、中長期的には
医療改革を含む社会保障改革が必要
であり、新技術の導入などによる日
常的な健康管理も課題であるとの説
明があった。また、これらの根本的
な解決には、一定の経済成長を実現
することが不可欠であり、企業家精
神とイノベーション、産業育成のた
めの教育が極めて重要であるとした。
「グローバル金融危機と回復、国際
的視点」をテーマにした会議では、国
際金融危機と回復の展望について各
国の対策が論じられた。中国は、「現
在、投資 ･ 輸出主導から消費主導の
経済構造への歴史的転換点にあると
し、今後5年間に消費は年率5〜10％
成長するだろう」と述べ、「米国は中国

の通貨政策に批判的であるが、中国
は多額のドル建て債を保有している。
ドル安が多額の損失を招くことも考
慮しなければならない」とした。フ
ランスは、「輸出だけでは成長できず、
投資が成長の重要な要素であるとし、
企業家精神、イノベーションを促進
する税制改革が必要」と述べた。

経済同友会からは神﨑泰雄氏がプ
レゼンテーションを行い、「日本は脆
弱な金融市場が受けたショックでク
レジット・クランチが起こり、また円
キャリートレードの巻き戻しにより円
高に進んだ。しかし政府の耐久消費
財刺激策により 6〜9月の GDP は年
率前期比実質3.9% の回復、民間企
業も困難を乗り越え、企業業績は回
復に向かっている。なお、基軸通貨
であるドルの安定が世界経済にとっ
て重要である」と説明した。

第24回民間経済団体国際会議が11月30日〜
12月1日、米国ニューヨークで開催された。当会
議は、経済同友会を含め11の提携団体で毎年
持ち回りで開催されている。今回は米国の提携
団体CED（経済開発委員会 ： Committee for 
Economic Development）の主催により開催。
約60名が参加し、経済危機からの回復過程に
おける財政規律問題や世界経済の回復展望
等について意見交換が行われた。

参加者：約60名。主催者米国CED関係者。国際提携関係団体（経済同友会、フラ
ンスIDEP、ポルトガルFAE、中国CIRD、中南米CEAL）、その他CEDネットワー
ク団体のクロアチア、トルコ、インドの各団体）
 12月1日
■国際提携団体フォーラム
テーマ：「金融財政政策の策定：試練と成果」
基調講演：CED Co-chair Joe Kasputys, Founder and Chairman, IHS 
Global Insight
Janet Yellen, Vice Chairman, Federal Reserve System
パネルディスカッション１　国際的不均衡について
パネルディスカッション２　政治的観点を検討
■CED第２回年次経済サミット「財政健全化回復‒国際経済的視点」
基調講演：Peter Orszag, Former Director, Office of Management and 
Budget, Executive Office of the President

Frederick W. Smith, Chairman, President and Chief Executive Officer, 
FedEx Corporation
■グローバル金融危機と回復、国際的視点
・遅福林　中国（海南）改革発展研究院　執行院長
・Jean Marc Daniel, Editor of Studies, Institut de l’Entreprise
・Marcelo Marinho, Member of the Board, CEAL Brazil
・Dr. Paulo Carmona, Forum de Administradores de Empress(FAE)
・神﨑泰雄　日興コーディアル証券　顧問（経済同友会）

  経済同友会出席者

　大岡　哲　リョービ　取締役
　神﨑泰雄　日興コーディアル証券　顧問　　
　河原茂晴　あずさ監査法人（KPMG Japan）　グローバルマーケット統括パートナー
　長久　厚　ラクオリア創薬　取締役社長＆CEO
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ンスIDEP、ポルトガルFAE、中国CIRD、中南米CEAL）、その他CEDネットワー
ク団体、クロアチア、トルコ、インド）
 第1日目（11月30日）
■国際提携団体スタッフ会合
司会：Charles Kolb（President of CED）
内容：各提携団体の活動・関心事紹介
・米国CED：幼児教育促進のために各基金からの支援でプロジェクトを推進し、
　このテーマで中南米CEAL、南アNBI等と会議を開催・共同声明等取りまとめ。
・フランスIDEP：コーポレート・ガバナンス等、企業の社会との係りの推進。
・ポルトガルFAE：スペインCE とも協力して規制改革、高齢者の雇用・活用の推進。
・経済同友会：「10年後の国のかたち」を取りまとめ、国際面ではTPP等FTAの推進。
・中南米CEAL：幼児教育促進、このテーマで米国CEDと会議を開催・共同声明
　取りまとめ。
・中国CIRD：中国における改革開放の新段階・公共サービスの拡充等。
■CED年次授賞式
 第2日目（12月1日）
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